
“キャリアアップ”と“つながる”ための情報です
気になる学会・研究会、セミナーなどに出かけよう！

I n f o r m a t i o n

参
加
者
・
受
講
者

募
集
中

展
覧
会
・マ
ギ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

の
建
築
と
庭
︱
本
来
の 

自
分
を
取
り
戻
す
場
所

会
期
　

3
月
16
日（
月
）〜
5
月
28
日

（
木
）※
10
〜
18
時（
土
曜
、
最
終
日
は

17
時
ま
で
）／
日
曜
、
祝
日
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
休
館

会
場
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
エ
ー
ク
ワ
ッ
ド（
東

京
都
江
東
区
）

内
容
　
世
界
各
地
に
あ
る
マ
ギ
ー
ズ
セ

ン
タ
ー
で
は
、「
第
二
の
我
が
家
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
訪
問
者
を
歓
迎
し
、
元

気
を
取
り
戻
せ
る
居
心
地
の
よ
い
空
間

を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
建
築
設

計
が
有
名
建
築
家
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
庭
も
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
叶
え
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
展

覧
会
は
、
マ
ギ
ー
の
理
念
を
通
し
、
建

築
空
間
と
庭
の
関
係
性
を
考
え
る
試
み

で
す
。
が
ん
に
影
響
を
受
け
た
人
の
心

に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の

か
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
を
探
り

ま
す
。

※
会
期
中
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
等
の
イ
ベ

ン
ト
あ
り
。
詳
し
く
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
へ

問
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

エ
ー 

ク
ワ
ッ
ド
事
務
局

☎
０
３
‐
６
６
６
０
‐
６
０
１
１

gallery@
a-quad.jp

h
ttp

://w
w

w
.a-q

u
ad

.jp
/exh

ib
i 

tion/exhibition.htm
l

未
来
の
人
類
研
究
セ
ン
タ
ー

第
1
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
　

4
月
15
日（
水
）17
：
30
〜
19
：
30

会
場
　
東
京
工
業
大
学
大
岡
山
キ
ャ
ン

パ
ス
西
9
号
館
2
階
デ
ィ
ジ
タ
ル
多
目

的
ホ
ー
ル（
東
京
都
目
黒
区
）

主
催
　
東
京
工
業
大
学
未
来
の
人
類
研

究
セ
ン
タ
ー

内
容
　
未
来
の
人
類
研
究
セ
ン
タ
ー
の

創
設
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
る
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
所
属
す
る
5
名

の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
、「
利
他
」と
い
う

視
点
が
も
つ
可
能
性
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
す
。
焚
き
火
の
ま
わ
り
で
交
わ
さ

れ
る
会
話
の
よ
う
に
、
め
ま
ぐ
る
し
い

日
常
を
離
れ
、
じ
っ
く
り
と
深
く
、
そ

し
て
暖
か
い
、
縦
横
無
尽
の
ト
ー
ク
ラ

イ
ブ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

登
壇
者
　

伊
藤
亜
紗（
東
京
工
業
大
学

准
教
授
）、
中
島
岳
志（
同
大
学
教
授
）、

松
英
輔（
同
大
学
教
授
）、
磯
﨑
憲
一

郎（
同
大
学
教
授
）、
國
分
功
一
郎（
同

大
学
教
授
）

対
象
　
学
生
、
教
職
員
、
一
般

参
加
費
　
無
料

問
東
京
工
業
大
学
科
学
技
術
創
設
研

究
院
×
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
研
究
教
育
院
　

未
来
の
人
類
研
究
セ
ン
タ
ー

〒
１
５
２
‐
８
５
５
２

東
京
都
目
黒
区
大
岡
山
2
‐
12
‐
1

☎
０
３
‐
５
７
３
４
‐
３
８
９
２

０
３
‐
５
７
３
４
‐
３
７
４
８

fhrc@
ila.titech.ac.jp

http
://w

w
w

.fhrc.ila.titech.ac.jp
/

new
s/sym

posium
01/

日
本
心
理
教
育
・
家
族
教
室

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
23
回
研
究
集
会

日
程
　

4
月
17
日（
金
）〜
18
日（
土
）

会
場
　

浦
河
町
総
合
文
化
会
館（
北
海

道
浦
河
町
）

テ
ー
マ
　
未
開
の
知
を
耕
す
心
理
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

大
会
長
講
演「
共
に
学

び
合
う
地
域
づ
く
り

―
浦
河
町
の

実
績
」川
村
敏
明（
浦
河
ひ
が
し
町
診

療
所
院
長
）／
基
調
講
演「
当
事
者
研

究
か
ら
見
た
心
理
教
育
の
可
能
性
」熊

谷
晋
一
郎（
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）／
教
育
講
演

「
市
民
教
育
の
意
義
、
防
災
の
視
点
か

ら
」河
村
宏（
支
援
技
術
開
発
機
構
副

理
事
長
）／
特
別
講
演「
透
明
人
間
に

な
っ
た『
私
』
―
み
え
な
い
世
界
か

ら
新
し
い
言
葉
を
紡
ぐ
」向
谷
地
生
良

（
北
海
道
医
療
大
学
大
学
院
看
護
福
祉

学
研
究
科
教
授
）、
石
原
真
衣（
北
海

道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
院
専
門
研
究

員
）／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
新
た
な
知
を

創
造
す
る
心
理
教
育
」後
藤
雅
博（
こ

こ
ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
う
い
ず
所
長
）、

肥
田
裕
久（
ひ
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、

阿
部
幸
弘（
こ
こ
ろ
の
リ
カ
バ
リ
ー
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）、
坂
本
明

子（
久
留
米
大
学
文
学
部
社
会
福
祉
学

科
准
教
授
）／
市
民
公
開
講
座

参
加
費（
当
日
登
録
）
会
員
９
０
０
０

円
、
非
会
員
1
万
円
、
家
族
・
学
生

２
０
０
０
円
、
当
事
者
１
０
０
０
円
、

懇
親
会
５
０
０
０
円

問
大
会
事
務
局

〒
０
５
７
‐
０
０
２
４

北
海
道
浦
河
町
築
地
3
‐
5
‐
21

浦
河
べ
て
る
の
家
内

☎
０
１
４
６
‐
２
２
‐
５
６
１
２

０
１
４
６
‐
２
２
‐
４
７
０
７

jnpf.23@
gm

ail.com

http://m
anabi.in/jnpf2020.htm

l

生
活
リ
ハ
ビ
リ
講
座

２
０
２
０

日
時
　
﹇
前
期
﹈第
1
回
5
／
15（
金
）、

第
2
回
6
／
19（
金
）、
第
3
回
7
／

17（
金
）、﹇
後
期
﹈第
4
回
9
／
18（
金
）、

第
5
回
10
／
16（
金
）、
第
6
回
11
／

27（
金
）、
い
ず
れ
も
10
：
30
〜
15
：
30

会
場
　
林
野
会
館（
東
京
都
文
京
区
）

テ
ー
マ
　
人
間
学
的
認
知
症
介
護
論

対
象
　
介
護
現
場
の
介
護
職
・
看
護
職
・

医
療
職

※
各
講
座
1
回
受
講
で
、
認
知
症
ケ
ア

専
門
士
単
位
が
3
単
位
取
得
可
能

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

第
1
回「
人
間
学
的
認

知
症
ケ
ア
を
始
め
よ
う
」／
第
2
回「
認

知
症
の
人
間
学
的
分
類
と
対
応
法
」／

第
3
回「『
問
題
行
動
」の
分
析
と
対
応

法
」／
第
4
回「
Ｈ
Ｄ
Ｓ
‐
Ｒ
の
活
用

法
と
認
知
症
ケ
ア
の
原
則
」／
第
5
回

「
生
活
づ
く
り
の
認
知
症
ケ
ア
」／
第
6
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回「
関
係
づ
く
り
の
認
知
症
ケ
ア
」

講
師
　

三
好
春
樹（
生
活
と
リ
ハ
ビ
リ

研
究
所
）

定
員
　
約
２
０
０
名

参
加
費
　

各
回
６
０
０
０
円（
割
引
制

度
あ
り
）

申
込
み
方
法
　
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り

h
ttp

://w
w

w
.n

an
ash

a.n
et/n

s_

add/form
_m

2a/form
.htm

問
七
七
舎

☎
０
３
‐
５
９
８
６
‐
１
７
７
７

０
３
‐
５
９
８
６
‐
１
７
７
６

w
eb@

nanasha.co.jp

看
護
経
済
・
政
策
研
究
学
会

第
40
回
研
究
会

国
際
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　

6
月
6
日（
土
）13
：
30
〜
16
：
30

会
場
　
関
東
学
院
大
学
関
内
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
﹇
横
浜
メ
デ
ィ
ア
・
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
8
Ｆ
﹈（
横

浜
市
中
区
）

テ
ー
マ
　
チ
ー
ム
医
療
と
多
職
種
連
携

の
革
新
　
国
際
セ
ミ
ナ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
「
多
職
種
連
携
の
実
態

を
見
え
る
化
す
る
ツ
ー
ル
」松
下
博
宣

（
東
京
情
報
大
学
看
護
学
部
教
授
）／
講

演「
多
職
種
連
携
の
実
践
、
研
究
、
経

済
・
政
策
的
側
面
」（
通
訳
付
き
）キ
ャ

ロ
ル
・
オ
ー
チ
ャ
ー
ド（
ウ
ェ
ス
タ
ン

大
学
看
護
学
部
名
誉
教
授
）／
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：
藤
谷
克
己（
文

京
学
院
大
学
医
療
技
術
学
部
教
授
）、

田
村
由
美（
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
教

授
）、
松
下
博
宣

参
加
費
　
﹇
会
員
﹈
無
料
、﹇
一
般
﹈

２
０
０
０
円（
資
料
代
）

※
当
日
会
場
で
徴
収

参
加
申
込
　
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
・
会

員
／
非
会
員
を
明
記
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

左
記
ア
ド
レ
ス
ま
で
送
信

問sparklingm
etal@

gm
ail.com

http
://jsnep

.um
in.jp

/2
0

0
2

0
1

/

m
eeting/index.htm

l

日
本
看
護
教
育
学
学
会 

30
周
年
記
念
大
会

日
時
　

8
月
29
日（
土
）10
：
00
〜
16
：
40

会
場
　

前
橋
テ
ル
サ
ホ
ー
ル（
群
馬
県

前
橋
市
）

テ
ー
マ
　
看
護
職
者
の
実
践
を
支
え
る

知
の
創
造

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

基
調
講
演「
看
護
教
育

学
に
お
け
る
研
究
の
軌
跡
と
展
望
」舟

島
な
を
み（
新
潟
県
立
看
護
大
学
）／

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
研
究
が
も
た
ら
す
実

践
の
質
向
上
と
看
護
職
者
の
発
達
」永

野
光
子（
順
天
堂
大
学
）、松
田
安
弘（
群

馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
）、
金
谷

悦
子（
群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大

学
）、
福
永
智
美（
東
京
逓
信
病
院
）、

松
浦
一
恵（
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病

院
）／
演
題
発
表
お
よ
び
研
究
批
評（
午

前
・
午
後
）

参
加
費
　
一
般
８
０
０
０
円
、
学
生（
大

学
院
生
を
除
く
）３
０
０
０
円

問
大
会
事
務
局

〒
２
０
４
‐
０
０
２
４

東
京
都
清
瀬
市
梅
園
1
‐
2
‐
1

国
立
看
護
大
学
校
内

jasne30@
yahoo.co.jp

http
://sq

uare.um
in.ac.jp

/jasne/

syuukai.htm
l
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